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命
懇
夫
擁
ほ
す
る
こ
と

「
命
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
言
葉
を
、
耳
に
す
る
機
会
が
あ

り
ま

す
。
「
水
を

大
切
に
し
ま

し
ょ

う
」

に
比
べ
る
と
、
ど
う
す
る
こ
と

が
大

切

に
し
た

こ
と

に
な
る

の
か

が
、
は

つ
き
り
し
な
い
言
葉
で
す
。

長
生
き
を
す
る
こ
と
が

「大
切
に
す

る
」

こ
と
に
な
る
の
な
ら
ば
、
若
く

し
て
亡
く
な

っ
た
方
は
、
命
を
粗
末

に
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し

ょ
う

か
。
病
を
得

て
、
生
死
の
境
を

さ
ま

よ
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
方

も
、
命
を
大
切
に
し
な
か

っ
た
こ
と

に
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

中
日
の
仏
教
書

『浄
土
論
註
』

の

中
で
曇
鷲
大
師
は
、
荘
子
の
言
葉
を

引
用

し
、

『聴
蛾
奉
秋
を
知
ら
ず
、

伊
虫
あ
に
朱
陽

の

節
を
知
ら
ん
や
』

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
簡
単
に
訳
す

と
、
「
セ
ミ
は
更
を
知
ら
な

い
」
と

い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

む
し
ろ
セ
ミ
は
、
夏
を
よ
く
知

っ

て
い
る
と
言

っ
た
方
が
正
し

い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
ご
存
知

の

よ
う
に
、
セ
ミ
は
地
下
で
大
、
七
年

の
時
間
を
過
ご
し
、
夏

の

一
週
間
ぐ

ら

い
を
地
■
で
幕
ら
し
、
命
を
終
え

て
い
く
と

い
う
ｉ
き
方
を
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
セ
ミ
は
愛
し
か
知
ら
な

い

の
で
す
。
私
た
ち
は
、
春

や
秋
や
冬

を
知

っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
夏
を
、

夏
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
の

会
津
教
育
事
務
所
域
内
三
支
会
連
絡
会

《
ム
八
ム
△
ム

支

支

支

津会

麻

沼

北

耶

両

で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
．
夏
し
か
知

ら
な

い
セ
ミ
は
、
今
が
愛
で
あ
る
こ

と
を
知
る
こ
と
は
な

い
の
で
す
Ｇ

人
間
も
、
「
生
老
病
死
」
と

い
う
季

飾

（時
間
）
を
生
き
る
作
在
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は

「
老

・
病

・
死
」
が
近
ざ
け
ら
れ
、

「
化
」
を

い
か
に
楽
し
く
充
実
さ
せ

る
か
に
■
き
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
姿
勢
は
ま
る
で
、
愛
し
か
知
ら

な

い
セ
ミ
の
よ
う

で
す
。
「
生
」
し

か
見
よ
う
と
し
な

い
仕
き
方
は
、
本

当
の

「生
」
を
知
る
こ
と
に
は
、

つ

な
が
り
ま
せ
ん
。

も
ち

ろ
ん

「
生
」
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
そ
の

た
め
に
も
、
「
老

・
病

・
死
」
を
自

身
の
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

「
死
」
は
、
私
た
ち
に
、
「
い
の
ち
」

よ

一
室
ス
・９
Ｇ
、
長
り
が
ら
９
、
ム

た
ち

の
思

い
を
超
え
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

「命
を
大
切
に
す
る
」
と
は
、
「
い

の
ち
」
と
は
何
か
を
考
え
、
「
私
」

を
支
え
る

「
い
の
ち
」
と
出
会

っ
て

い
く
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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連 絡 協 議 会

福 島県教育庁
会津教育事務所

小・中学校長会

O奨励賞
三島町立三島小学校

□県学校歯科保健優良校表彰
〇最優秀賞

喜多方市立上三官小学校

○優秀賞

会津若松市立大戸小学校

磐梯町立磐梯第二小学校

喜多方市立第一小学校

喜多方市立松山小学校

湯川村立笈川小学校

湯川村立勝常小学校

○優秀活動奨励賞

磐梯町立磐梯第一小学校

□県学校給食会優良団体・功績者表彰
O優良団体
会津若松市門田地区学校給食センター

〇功労者

喜多方市立塩川小学校 栄養教諭 長嶺恵美子
柳津町学校給食センター 調理員 矢部 郁子
○福島県教育委員会教育長寅 (県産食材活用部門)

喜多方市立熱塩加納学校給食共同調理場

□ふくしまつ子ごはんコンテス ト (学校賞 )
会津若松市立一箕小学校

会津坂下町立坂下南小学校

会津若松市立―箕中学校

会津坂下町立坂下中学校

会津美里町立新鶴中学校

貧

秋

月

道庁

子

O福島県教職員研究論文奨励賞
磐梯町立磐梯第一小学校

○優秀教職員

会津若松市立―箕小学校

教諭   菅野 総一
磐梯町立磐梯第二小学校

養護教諭 佐藤 明美
猪苗代町立吾妻小学校 教諭   小椋千恵子
O「児童生徒 (団体)の部」特別功績団体
猪首代町立猪苗代中学校 男子バドミントン部

女子バドミントン部

□県学校関係緑化コンクール

《学校林等活動の部》

O知事賞
会津若松市立湊小学校
O教育長賞
会津者松市立川南小学校

《学校環境緑化の部》

O知事賞 福島民友新聞社社長賞
会津若松市立大戸小学校

O教育長賞
磐梯町立磐梯第一小学校
○福島県森林組合連合会会長賞

会津美里町立本郷小学校

O公益財団法人福島県都市公園・緑化協会理事長賞
会津若松市立湊小学校

○公益財団法人ふくしまフォレスト エコ ライフ財団理事長賞
会津若松市立川南小学校

□文部科学大臣表彰
O地方教育行政功労者表彰
磐梯町教育委員会教育委員    物江 秀典
O学校保健及び学校安全表彰
喜多方市立堂島小学校 学校医  武田 尚諄
O学校給食表彰
喜多方市立塩川小学校 栄養教諭 長嶺恵美子
Oキャリア教育優良校表彰
西会津町立西会津中学校

○「地域学校協働活動」推進に係る表彰
金山町 金小ゆうがたクラブ
O優秀教職員
会津若松市立鶴城小学校 教諭  岩本 宏幸
磐梯町立磐梯第一小学校 教諭  古川  潔
福島県立大沼高等学校  教諭  本国 一弘

□国土交通省表彰
O水資源功績者
猪苗代町立翁島小学校

□県教育委員会表彰
〇学校教育功労者

会津若松市立行仁小学校 校長  神田 順一
会津若松市立第四中学校 校長  寺木 誠伸
〇社会教育関係功労者

会津坂下町           佐藤 房枝
○文化財保護関係功労者

昭和村            羽染 兵吉
Oへき地教育関係功績顕著な団体・施設
喜多方市立山都中学校
柳津町立西山小学校
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総務社会教育謙だより ～社会数宙関係事業の紹介～

1 学校 口家庭 口地域連携サポート事業 「学校支援実践研修会」
学校支援事業について、支援の実際や実践発表、研究協議を通して、事業に対する理解を深めるとともに手米に携
わるコーデ ィネーターゃボランテ ィア人材の資質向 liを 図るため、 ドii亡のとお り開催 しました。
(1)J 時 :平成 29々二10月 19日 (木) 13145～ 16i15
(2)会 場 i会津若松市立湊小学校
(3)参加考 i31名 (行政i旦当考、公民館職員、教員等 )
(4)i支援活動見学

会津若松市立湊小学校 第 5・ 6学年 「総合的な学科の時間J
郷,|を料コ[作 り

(5ただJ☆発7t

湊地区学校支援地lllk本部コーディネーター

横令長政様 杖含英 r様
(6)質疑応答・情報交換

2 地域学校協働活動事業
地域と学校が連携|・ 協力し、地域全体で将来を担う rと

Sも
たらを育成する新たな体制づくりを図る。

(1にた施市町村 i lLl会 津町 (西会津小学校、内会津中学校 )
(2ル取ネ|[内″ド

(1)地域活動・ポランティア活動
ア 中学生による「創作和太鼓 J
イ 小・中学 F卜 による地域ボランティア活動
(D 学11支援活動
ア 元教職員や教育に関心のある人、絵回クラブ会虫
のボランティアによる更期休業中の学習支援
イ 放課後を活用した学習支援
0 家庭教育支援活動
ア 就学時健康診断時における家庭教育講座の実施
イ 相談室 (「

フは、のオアシスJ)での家庭教育支援 学習支援 家庭教育支援相談室「心のオアシス」

ボランティア活動

県教育委員会の道徳教育総合支援事業「ふくしま道徳

教育推進プラン」の一環としての会津地区の二つの取組
についてお伝えします。

1 道徳教育地区別推進協議会
平成 29～ 31年 度の 3年 間の参加割メ4て により、
小・中・高校の教員39名 、PTA5名 の計 44名 で、
今年度のff進校である喜多方市立駒形小学校を会場に実

施しました。

■越教育大学大学院早川裕隆教授の講話では、質の高
い多様な指導方法の一つである「役告」演技」について理

解を深めることができました。推進校の実践報告及び授

業参観では、家庭と連携した道徳教育、教科化に向けた

祝点による「お、くしま道徳教育資料集」を用いた授業に
ついて研修しました。校種別による研究協議では、成果
のあった取組や課題の改革策について活発に意見が交わ

されました。

2 「特別の教科進]徳」の実施に向けた地区別研修会
小・中・特別支援校の道徳教育推進教師を中心とした

教員 107名 により実施しました。
「特ワUの教科 道徳Jの実施にあたって、校先教科書、
内容項日、指導方法、評llBの在り方について、義務教育
〒米の指導上i事より声光明がありました。

中学校 |え による〕l lJ l協 議は、取組状況の情報交換を水

に、教科化に向けた |ヨ 校での取組の方向性をより明確に

することができました。

二つの印F修会を通して、「特別の教科 道徳」の完全実

施に向けた道徳教育及び授業について、内容項目に留意
した全体計山Fの作成や「rll題解決的な学習など多様な方法
を取 り入れた指導、学習状況を把握する評価の在 り方
等、具体的な改善策を見いだすことができました(】
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教育は人なり。教育委員会事務局も

タッフに感訪す」。この一語に尽きます。

口 「々ス

「スコ リフに感訓

昭和村教育委員会の事務局は教

育長の私を含めてわずか 5名。感
訪十、感謝の毎日です。みんな人間

味にあふれ、互いを思いやり、テ

キパキと仕事に立ち向かっていく、すばらしいスタッフ
です。

教育次長のMさ んは車球の名手。職務 との肩書きは何
と「教育次長兼教育係長兼公民館長兼学校給食センター

所長兼学校給食センター係長」。

主査のKさ んは 2児のパパ。保育所の入所式の時、虐、
子さんを満□iの笑顔で「だっこJしてぃる写真が「広報
しようわ」の表紙を飾りました。

主事のTさ んはいつもニコニコ、温かぃ語り1司っ民具
整理に、発掘調査に、駅伝大会にと労をいとわず飛び回
つている、頼りになる女性です。

社会教育指導員のCさ んは生涯学習の各種講座を担当
するエキスパー ト9特にお年寄りの方と交わす言葉の優

日蘇口本寸教育委員会教育長 本 名

しさ。高校生と中学生のお母さん。
昭和村公民館の上階が教育委員会事務局の執務篭で

す。毎日大勢の方がお出でになります。
「いやあ、今日はいい人気ですなあJ「ちょっと、そこ
まで来たもんだから寄ってみました」「教育長さん、い

やったべか?J「あらあ、織姫さんだわあ。一緒にお茶
でもごっつぉになっていくかなあJ
スタッフのMさ んも、Kさ んも、Tさ んも、Cさ んも、
気さくに挨拶を交わし、歓迎しています。それでも仕事
が1亡 しい時は、「さ、さ、どうぞ、教育長室へ」と、私
に接過役を振ってきます。
「あらら、もうオォマガトキになったから帰んなんね」
とは、いつも元気なおばあさ″ん。大禍時、逢魔が時。今
日も「古語辞典」にでも出てきそうな言葉が自然のうち
に語らオしる、わが故郷昭和本す。

密ワ9傷死ンのの働靱勧匂

かねやま「村の肖像」プロジェクト

金山町教育委員会

金山町教育委員会は現在、町に残る写真や 8ミ リフィ

ル2、 などの映像資准|を 2o世紀の金山町の文化・鷹史を
伝える文化資源として位置づけ、調査・整理・保存・活

用すべく くかねやま「村の肖像」プロジェクト〉に取り
組んでいます。

この事業では、これまでに町内 10地区で映像を囲ん
でのワークショップを開催してきました。これは、地域

の方々に写真をはじめとした映像資料の提供を呼びか

け、持ち寄った映像を皆で岡覧しながら、映像にまつわ

る思い出や、疑問・発見・感想を自由に話し合う集まり

です。厳しくも豊かな自然のなかで、協力しながら暮ら

してきた人々の姿や、戦争やダム開発、水告による暮ら

しの変化を伝える映像が集まる会場は、映像資料の Fl「l

査・収集の場であると同時に、幅広い世代の人々が地域

の過去と未来を語り合う、世代問交流と生涯学習の場に

なっています。

今後このプロジェクトでは、平成 29年に金|l l lHlと 新
潟大学人文学部が結んだ連携協定に基づき、同大の「地

域映像アーカイブ研究センター」と協力し、調合成果を

まとめたデータベースの構築に取 り組むとともに、教

育・研究・町づくりなどの広い川途へと資料を満)IJす る

ための基盤整備を進める予定です。また、成果を町内外
にわかりやすく紹介する写真集の刊行も計 LBlし ていま

す。

なお、この取 り組みの途中経過は、すでに金山町中央

公民館図書室において写真アルバムの形で順次公開して

います。さらに、平成 29年 11月 から平成 30年 1月
には、新潟市 (新潟大学旭町学術資料展ホ館、砂丘館 )

および金山町 (金山l町開発センターほか)の 2市町で展
覧会を開催し、町内外から多くの反響がありました。身

近な映像を通して地域を見直す取 り組みは、多くの人に

見守られつつ成長していますc
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簿 出
18露勢

一鵬
年
痢
控
町
晦
仙
た
卵

ゆ
無
理
呼
榔
報
が

「
七制

瑚
能
勲
Ｒ
瞬
博
毅

。

『
豆
電
球

が

つ
い
た
よ
』
ｒ一
既
程

の
輿

判

態

法

立“『おり一た卜病鞄瑠ギ抑ン』

郷
等

『
革
　
新
』

西
会
津
町
立
西
会
津
中
学
校

２
年

水
野
　
美
知

新生徒会長 としての抱負を表
現 したい、 と選んだ「革新」。
勢いを表す為に、遅速強弱の筆
脈を意識 して書 〈ように心がけ
ました。二 つの字 の配 置を考
え、繊細でありながら力強い作
品 となりました。

指導者 佐瀬 裕子

磐梯町立磐梯第二小学校

4年 加藤 聖志
釘 と廃材を使 った作品です。
釘は木材 どうしを固定するだけ

でな く、木材を曲げて折 りたた

めるように打 ちました。台に段

差 をつけなが ら釘 を打 つ こと

で、 しっぼに立体感が出 まし

た。おもしろい ドラゴンに仕上

が りました。

指導者 江川 洋介 指導者 佐藤 方信 |

３

き

で

実

ド

の

し

却年開車』”帥」期

私

の
抱

負

出
会
い
を
大
切
に施萌頭鹸

郷０コ舘陣教彩

新
任
教
頭
と
し
て
緊
張

の
中
で

着
任
し
、
早
く
も
十
ヶ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
四
月
当
初
は
、
文
書

の

整
理
で
右
往
左
往
し
ま
し
た
が
、

校
長
先
生
を
は
じ
め
先
生
方
に
温

か
く
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
校
は
、
新
校
舎
に
移
り
七
年

目
を
迎
え
ま
す
。
自
然
に
囲
ま
れ

た
素
晴
ら
し
い
校
舎
に
は
、
と
て

も
素
直

で
元
気
よ
く
あ

い
さ

つ
す

る
生
徒
た
ち
、

い
つ
で
も
生
徒
に

全
力

で
ぶ

つ
か
る
先
生
方
、
そ
し

て
、
頑
張
る
生
徒
た
ち
に
励
ま
し

の
言
葉
を
掛
け
て
く
だ
さ
る
保
護

者

の
方
や
地
域

の
方
々
が
集

い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
方

と
出
会

い
、
支
え
ら
れ
て
充
実
し

た
毎

日
を
送

っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
今
後

も
こ
う
し
た
方

々
と
の
出
会

い
を

大
切
に
し
、
校
長
先
生

の
ご
指
導

の
下
、
職
員
室

の
力
を
ま
と
め
、

「
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
北
会
津
中
」

を
目
指
し
て
、
精

一
杯
職
務
に
当

た

っ
て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

心
に
火
を
灯
す

高
校
時
代
か
ら
憧
れ
て
い
た
高

校
教
諭
と
な
り
、
早
く
も
十
ヶ
月

が
経
ち
ま
し
た
。
今
、
穏
や
か
で

素
直
な
生
徒
た
ち
の
更
な
る
成
長

を
願
い
試
行
錯
誤
す
る
日
々
に
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
未
熟
な
身

で
す
が
、
恩
師
の
よ
う
に
生
徒
の

自
己
実
現
を
支
え
ら
れ
る
教
諭
に

な
る
こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。

生
徒
が
自
己
実
現
を
図
る
の
は

大
き
く
変
動
す
る
未
来
で
す
。
技

術
革
新
が
進
展
し
人
工
知
と
代
番

可
能
な
労
働
も
増
え
、
創
造
性
が

求
め
ら
れ
る
社
会
に
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
助
け
に
な

る
の
は
他
者
と
協
働
し
考
え
抜
く

力
だ
と
思
い
ま
す
。
国
語
の
学
習

を
通
し
て
そ
の
力
を
培
え
る
よ
う

に
指
導
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

先
達
の
先
生
方
の
よ
う
に
生
徒

の
心
に
火
を
灯
し
、
夢
の
実
現
を

支
え
る
教
諭
を
目
指
し
日
々
自
己

研
鑽
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

福島県立
西会津高等学校

教 諭
三瓶 美紀

心
子
ど
も
達
と
と
も
に

柳津町立

柳津小学校

教 諭
田部 有衣

初
め
て
の
土
地
、
初
め
て
の
学

校
、
初
め
て
の

一
年
生
担
任
。

岐
阜
県
高
山
市
よ
り
赴
任
し
、

不
安
ば
か
り

つ
の
る
毎

日
で
し

た
。
そ
の
中
で
、
温
か
く
見
守
り

励
ま
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
や
保

護
者

の
方

々
に
支
え
ら
れ
、　
一
年

生
の
子
ど
も
達
と

一
緒
に
な

つ
て

新
し

い
こ
と
に
感
動
し
た
り
、
挑

戦
し
た
り
、
笑

い
合

っ
た
り
し
な

が
ら
過
ご
し
て
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

子
ど
も
達

の
頑
張
る
姿
や
何
か

を
成
し
遂
げ
た
姿
、
全
力
で
楽
し

む
姿
を
近
く

で
感
じ
ら
れ
る
こ
の

仕
事
は
、
幸
せ
で
あ
る
と
同
時
に

責
任
も
感
じ
ま
す
。

こ
の
地
で
出
会
え
た
こ
と
、
教

育
活
動
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
感
謝
し
、
子
ど
も
達

の

成
長
の
た
め
に
、
笑
顔

で
い
る
こ

と
を
忘
れ
ず
、
さ
ら
に

一
層
励
ん

で
い
き
ま
す
。


